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	第４回 碧春祭
	校 長　小川　友和
	　開校から４年目を迎えた伊豆伊東高校ですが、本校の学校祭である碧春祭も、今年で４回目の開催となりました。 　第１回碧春祭は、開校から２か月という短い期間で開催されました。旧３校の生徒会執行部が中心となって準備・運営をし、伊豆伊東高校としての一体感をはじめて得ることができた行事となりました。 　その後、伊豆高原分校の皆様との協力関係も広がるなど、毎年改良を重ねてきました。前年度の単なる踏襲とはならず、前年度を上回ろうとする姿勢が常に見られるのが、碧春祭の特徴でもあります。 　今年度も新たな取組や工夫が盛り込まれております。そして１年後にはさらに改良されたものとなるでしょう。つまり、碧春祭はいつまでたっても未完成です。それが良さでもあります。まるで青春時代を過ごしている青年のように、高みを目指して努力し続けている過程の未完成です。 　本日御来校の皆様には、碧春祭を作り上げてきた生徒の姿を存分に御覧いただき、楽しんでいただければ幸いです。　 　最後に、碧春祭開催にあたり多大なる御協力を賜りましたすべての皆様に心より感謝申し上げますとともに、今後とも本校への温かい御支援をお願い申し上げます。

	燎〜この碧春忘れない熱になる〜
	生徒会長　齋藤　爽十
	　今年もこの時期がやってきました。今年度もたくさんの方の力をお借りし、碧春祭を開催できますことに感謝申し上げます。  　今年度のスローガンは‪“燎‪”‬。燎には「燃え尽きない」「燃え続ける火」という意味があります。皆さんが過ごした碧春祭の思い出がいつまでも忘れず、心の中にあり続けて欲しい、そんな願いを込めました。そして、応援団や、生徒会をはじめ、多くの人のご活躍があり、素晴らしい碧春祭を迎えられることを嬉しく思います。 　第４回 碧春祭、盛り上がっていきましょう！！

	校  内  発  表
	［次第］
	［発表団体］
	1.開会宣言 2.ＯＰムービー　　生徒会本部 3.合唱部発表 4.ダンス　　　　　SEVEN TEEN 5.歌唱　　　　　　たばこ
	6.演劇部発表 7.生徒会企画　　　生徒会本部 8.伊豆高原分校発表

	9.歌&ダンス　　　　M!LK 10.バンド　　　　　小川帝国 11.吹奏楽部発表 12.諸連絡
	9:00
	9:55 休憩 10:10
	11:25 休憩 11:35
	12:40


	一　般　発　表
	1 .有志① 　　「TSUKASA’RS」  　　　（11:00～11:20） 　　「＝LOVE」　　　　　　　　
	2 .合唱部発表          　　　　　  (11:20〜11:45）
	休憩（11:45〜12:00）
	3.有志②                    　　「なかこがわ」　　          （12:00〜12:20） 　　「新体制」 　　　　　　
	休憩（12:20〜12:35）
	4.吹奏楽部発表　　　　　　（12:35〜13:20）

	会場：体育館２F

	クラス展満足度ランキング
	受付でお配りしたシールは、クラス展満足度ランキングを決めるための投票に使用します。 各クラス展の中から、「満足度の高かったクラス」を １つ選んで投票してください。 投票数が多いクラスに得点が入るため、みなさまの投票が、総合優勝を決めるポイントになります！ ぜひご参加ください！
	投票場所は ２階の生徒ホールです！

	伊豆高原分校の紹介
	～伊豆高原分校生徒会長 酒井琴美～
	　伊豆高原分校は、卒業後の進路に向けて 「働く人」になるための勉強をしています。その勉強の一つに 「作業学習」というものがあります。伊豆高原分校では、エコワーク班、工芸班、陶芸班、木工班、園芸班の５つの班に分かれ、ものづくりを行っています。 　碧春祭一般公開では、５つの班が一生懸命作ったものを販売するのでぜひ来てください。

	～作業販売紹介～
	エコワーク班
	陶芸班
	工芸班
	木工班

	～美術展示紹介～
	絵画
	自分が撮った写真をよく見て描きました。
	１年生
	私の好きなもの    自分の一番好きなものを描きました。
	絵画  絵画  風景画  抽象画
	それぞれがお気に入りの生き物を描きました。  それぞれがお気に入りの生き物を描きました。  新緑の初夏を表現しました。  モダンテクニックを取り入れながら、抽象画に挑戦しました。
	２年生
	３年生


	体　育　の　部
	６月１日（月）
	開会式　　　　　　　　　　　　　　　　9:10～
	準備体操★ エール交換　　A→B→C 徒競走★ 綱引き★ 畳とり（スポーツ類型考案 台風の目★ 部活動対抗リレー★  （生徒会種目） 昼休み 応援合戦★（伊豆高原分校　審判として参加） 長縄 ブロック対抗リレー
	9:20〜 9:30〜 9:40〜 10:10〜 10:40〜 11:00〜 11:20〜 11:50〜 13:00〜 13:30〜 14:00〜


	閉会式　　　　　　　　　　　　　　　14:30～
	表彰 講評 国旗・校旗降納 閉会宣言


	＊フォークダンス

	　ブロック責任者紹介
	A軍（赤）
	B軍（青）
	C軍（黄）
	応援団長 副団長
	クラス
	33HR 34HR
	25HR 26HR
	11HR 14HR
	31HR 36HR
	22HR 24HR
	13HR 15HR
	32HR 35HR
	21HR 23HR
	12HR 16HR



	～自由記述欄～
	クラス展満足度ランキング 投票場所はこちらです。 詳細は中のページをご覧ください！

